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第２回宿題 （提出期限：2001年 6月 27日（水）授業終了時） 
 
解答上の注意：①自分自身で解くこと。 
       ②解答用紙は A4 サイズに限る。（ホチキス等で留めること） 

 

重回帰モデルの行列表現 
111 ××××

+=
nkknn
εεεεββββXy  について、次の問に答えなさい。 
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ββββ としたとき、ββββの

最小２乗推定量 yXX)X(ββββ 1 ′′= −ˆ を計算し、単回帰モデルの最小２乗推定量の結果

と比べなさい。ただし、 
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A が逆行列 1−A をもつとき、
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A である。 

問２． 問１で求めたββββ̂について、 { }ε)ˆ(E ββββ-ββββ を求めなさい。ここで、 ∑
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である。 

問３． 0eX =′  を証明しなさい。ただし、 ββββXye ˆ−≡ である。 

問４． 標本 
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与えられたとき、重回帰モデルによる 1+ny の予測量 )|(E 1 Xy,,x 1n++ny を求めなさ

い。また予測誤差および予測誤差の分散をベクトル・行列を用いて表現しなさい。 

問５． （オプション）偏差 2 乗和∑
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2)( を、y , I（n次の単位行列）, 1（全て

の要素が１である列ベクトル）を用いて表現しなさい。 
 
☆この宿題のねらい☆ 

①ベクトル・行列の演算に慣れる、②最小２乗推定量の行列表現を単回帰モデルのケースで確認する。 


